
室蘭工業大学の学生が社会体験学習として農作業を体験 

 

＜北海道＞ 

市町村・集落の名称 新冠町 

協働の相手（企業や大学等） 

の名称 

室蘭工業大学 

仲介者・コーディネーター 

の名称 

室蘭工業大学 門澤助教授 

新冠町勤労青少年育成会 

協働のポイント 

 

体験実習を通じて農業への理解、広い社会的視野や問題意

識をもたせる。 

学生との交流で地域に活力を図る。 

協働のきっかけ 

・経緯 

門澤助教授が趣味の山登りが縁で知り合った新冠町の酪

農家を訪問したことがきっかけで平成12年に試行、平成13

年より大学の正式科目となり参加した学生には「社会体験実

習」として２単位を与える。 

取組の具体的な内容 水稲・施設野菜・酪農・軽種馬などの農家に10日間民泊し

農作業を体験する。 

農村地域への効果 実習を通じて命や食の大切さを消費者に伝えることがで

きる。都市部と農村の人のつながりができる。 

都市部の主体（企業や大学等）への

効果 

工業大学と農業はものづくりとしての共通点を見出せた。

学生が実習を通じて人間力を磨くきっかけとなる。 

仲介者等の役割 受入農家との調整 

今後の課題 なし 

関連事業（国・都道府県等） なし 

 

 

 

 

 

 

 



（活動状況写真等） 

 


